
堀町遺跡（第５次）
所在地 ：松阪市朝田町（まつさかしあさだちょう）

位置情報ＵＲＬ：http://www.gis.pref.mie.lg.jp/mmm/index.html?z=128&ll=34.56974537037036,136.56372316384181

コメント ：国道４２号線バイパス西側の発掘調査を進めています

これまでに弥生時代後期（約2000年前）の溝や土坑、平安時代の掘立柱建物や井戸な

どが見つかっています。

調査区の光景（南から） 平安時代終わり頃の井戸

調査地は砂地で、ひとたび雨が降ると 縦板を組んだ井戸枠の下に、曲物をすえていました。

あちこちから水が湧いてきます。

弥生土器の出土状況

直径２ｍ、深さ７０ｃｍほどの土坑（あな） 土器は完全な形に復元できるものが

が多く見られます。 多く見られます。

８月中にはバイパス西側の調査を終え、バイパス東側（朝田寺周辺）の調査にとりかかる予定です。

今後の調査報告にご期待ください。

問い合わせ先

〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川503

調査研究１課 ／ 担当者：櫻井・中井

電話番号：0596-52-1732／FAX：0596-52-7035

E-mail：maibun@pref.mie.jp


